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当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 特化型 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 
主としてわが国の金融商品取引所に上場(上場予
定を含みます｡)している株式に投資し、信託財産
の長期的な成長を目指して、運用を行います。 

主要投資対 象 

ハ リ ス 日 本 株 
ファンド(年４回決算型) 

ハリス日本株マザーファンド
受益証券を主要投資対象とし
ます。 

ハリス日本株 
マザーファンド 

わが国の金融商品取引所に上
場(上場予定を含みます｡)し
ている株式を主要投資対象と
します。 

組 入 制 限 

ハ リ ス 日 本 株 
ファンド(年４回決算型) 

株式への実質投資割合には、
制限を設けません。一発行体
への実質投資割合は、信託財
産の純資産総額の15％以内と
します。外貨建資産への投資
は行いません。 

ハリス日本株 
マザーファンド 

株式への投資割合には、制限
を設けません。一発行体への
投資割合は、信託財産の純資
産総額の15％以内とします。
外貨建資産への投資は行いま
せん。 

分 配 方 針 

毎決算時(1・4・7・10月の各9日。休業日の場合
は翌営業日)に、配当等収益および売買益などの
うちから、基準価額水準等を勘案して分配を行
う方針です。ただし、分配対象額が少額の場合は
分配を行わないこともあります。 

 

●当ファンドは、特化型運用を行います。 
●特化型運用とは、一般社団法人投資信託協会規則に定める寄与度

が10%を超える、または超える可能性の高い支配的な銘柄が存在す
るものをいいます。このため、特定の銘柄への投資が集中するこ
とがあり、当該銘柄に経営破綻や経営・財務状況の悪化などが生
じた場合には、大きな損失が発生することがあります。 

 

 
 

 
運用報告書(全体版) 

ハリス日本株ファンド

（年４回決算型） 

第７期(決算日 2025年10月９日) 

第８期(決算日 2026年１月９日) 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、当ファンドは、このたび、上記の決算

を行いました。ここに、当期間の運用状況をご

報告申し上げます。 

今後とも、一層のお引立てを賜りますようお

願い申し上げます。 
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○本報告書の表記について 

・原則として、数量、額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未満の数値については小数で表記する

場合があります。－印は、組入れ、異動などの該当がないことを示します。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 TOPIX(東証株価指数)(配当込み) 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

〔参考指数〕 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2024年１月16日 10,000 － － 4,243.56 － － － 2,960 

１期(2024年４月９日) 10,330 300 6.3 4,675.56 10.2 94.4 － 3,832 

２期(2024年７月９日) 10,263 300 2.3 4,924.68 5.3 94.9 － 4,145 

３期(2024年10月９日) 10,435 300 4.6 4,649.68 △ 5.6 95.6 － 4,620 

４期(2025年１月９日) 9,905 300 △ 2.2 4,706.93 1.2 94.0 － 4,672 

５期(2025年４月９日) 9,192 30 △ 6.9 4,088.13 △13.1 95.7 － 4,460 

６期(2025年７月９日) 10,360 300 16.0 4,931.49 20.6 95.3 － 5,524 

７期(2025年10月９日) 11,076 300 9.8 5,735.25 16.3 94.9 － 6,344 

８期(2026年１月９日) 11,447 300 6.1 6,196.37 8.0 95.6 － 6,719 
 

（注） 基準価額および分配金は1万口当たりの値です。 

（注） 設定日の基準価額は当初設定価額、純資産総額は当初設定元本を記載しています。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式組入比率、株式先物比率は実質比率で記載しています。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

（注） 参考指数は「TOPIX(東証株価指数)(配当込み)」です。TOPIX(東証株価指数)(配当込み)は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、

投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権そ

の他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。(以下同じです｡) 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 TOPIX(東証株価指数)(配当込み) 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 〔参考指数〕 騰 落 率 

第７期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年７月９日 10,360 － 4,931.49 － 95.3 － 

７月末 10,781 4.1 5,132.22 4.1 95.4 － 

８月末 10,974 5.9 5,363.98 8.8 95.4 － 

９月末 11,116 7.3 5,523.68 12.0 94.2 － 

(期  末)       

2025年10月９日 11,376 9.8 5,735.25 16.3 94.9 － 

第８期 

(期  首)       

2025年10月９日 11,076 － 5,735.25 － 94.9 － 

10月末 10,986 △0.8 5,865.99 2.3 95.3 － 

11月末 11,366 2.6 5,949.55 3.7 95.8 － 

12月末 11,533 4.1 6,010.98 4.8 95.8 － 

(期  末)       

2026年１月９日 11,747 6.1 6,196.37 8.0 95.6 － 
 

（注） 基準価額は1万口当たりの値です。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比で計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式組入比率、株式先物比率は実質比率で記載しています。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 
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◎運用経過(2025年7月10日～2026年1月9日) 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しています。 

 

○基準価額の主な変動要因 
主な上昇要因としては、国内政治の刷新と財政拡大期待、米国の金融緩和と株高の波及、

AI(人工知能)・半導体セクターの成長、企業業績の拡大と需給の好転、対米外交の進展などが

挙げられます。 

主な下落要因としては、日経平均株価が歴史的な高値圏に達したことによる心理的節目での

利益確定売り、公明党による連立政権離脱などの国内政局、金融政策正常化への警戒、米国に

よる関税政策の不確実性、対中関係悪化への懸念などが挙げられます。 
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○投資環境 
当作成期の国内株式市場は、地政学的リスクや関税問題を乗り越え、歴史的な大台突破を果

たした激動の期間となりました。 

2025年7月から8月にかけては、米国の関税政策や雇用統計の軟化を受けた不透明感から、市

場は乱高下を繰り返しました。しかし、日米関税交渉の合意や好決算銘柄への物色が支えとな

り、下値は限定的でした。大きな転換点は9月に訪れました。石破首相の辞任に伴う財政拡大

期待や、米国の利下げ再開が追い風となり、相場は上昇気流に乗りました。10月には自民党総

裁選で高市氏が選ばれたことで財政拡張への期待が一段と高まり、日経平均株価は史上初めて

5万円の大台を突破。TOPIX(東証株価指数)(配当込み)とともに最高値を更新し、未知の領域へ

と突入しました。11月から12月にかけては、米エヌビディア社の好決算を受けたAI関連株の活

況や、日銀の追加利上げに伴う銀行・保険株への買いが相場を牽引し、高値圏を維持して2025

年を終えました。 

2026年の幕開けは一段と力強いものとなりました。1月5日の大発会は、新NISAによる個人資

金の流入や米株高を背景に大幅続伸で始まり、6日には日経平均株価は一時的に過去最高値を

更新しました。その後は短期的な過熱感から利益確定売りに押され、8日にかけて調整する場

面もありましたが、9日にはハイテク株を中心に再び買い戻され、年初から非常に堅調な推移

を記録しています。 

当作成期の半年間、日本市場は関税や金利上昇といった逆風を跳ね返し、企業収益の拡大と

構造的な変化を背景に、確固たる上昇トレンドを築き上げたといえます。 
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○当ファンドのポートフォリオ 
主要投資対象であるハリス日本株マザーファンド(以下「マザーファンド」といいます｡)受

益証券に投資することにより、実質的な運用をマザーファンドで行っています。マザーファン

ドは主としてわが国の金融商品取引所に上場(上場予定を含みます｡)している株式に厳選投資

を行い、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行います。 

マザーファンドの運用にあたっては、米ハリス・アソシエイツ・エル・ピー(以下「ハリス・

アソシエイツ社」といいます｡)から日本株式にかかる調査・分析情報、組入銘柄等の助言を受

けています。 

作成期首に保有した銘柄のうち当作成期中に全売却したものは以下のとおりです。これらは

売却目標に達したか、ポートフォリオの価値を高める、より魅力的な銘柄を組入れるために売

却したものです。 

 

 
（注） 業種は東証33業種分類によります。(以下同じです｡) 

 

一方、当作成期に新規に組入れを行った主な銘柄と概要は以下のとおりです。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クはありません。 

コメントは、基準価額と参考指数の騰落率の

対比です。基準価額は分配金再投資ベースです。 

 

 
 

○分配金 
当作成期の分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準などを勘案して、

それぞれ1万口当たり、第7期は300円、第8期は300円とさせていただきました。 

なお、収益分配にあてず信託財産内に留保した利益につきましては、運用の基本方針に基づ

いて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第７期 第８期 

2025年７月10日～ 
2025年10月９日 

2025年10月10日～ 
2026年１月９日 

当期分配金 300  300  

(対基準価額比率) 2.637％ 2.554％ 

 当期の収益 300  300  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 1,076  1,447   
（注） 対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益および当期の収益以外は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計した額が当期分配金と一致しない場合があります。

 
  

参考指数が25.6％上昇したのに対し、基準価

額は16.5％の上昇となり、参考指数を9.2％

下回る結果となりました。個別銘柄選択効果

およびファンドから控除される信託報酬等の

コストがマイナスの乖離要因となりました。 

個別銘柄では、テクノプロ・ホールディング

ス(サービス業)、富士通(電気機器)、ニフコ

(化学)などがプラスに寄与しましたが、サン

ドラッグ(小売業)、オリンパス(精密機器)、

アサヒグループホールディングス(食料品)

などがマイナスに寄与しました。 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み(税込み)です。 
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○今後の運用方針 
マザーファンドへの投資により、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行います。ハリ

ス・アソシエイツ社は、独自の集中したファンダメンタルズ調査に基づいて、事業価値の継続

的な成長が見込まれ、かつ経営陣が実質オーナーとしての自覚を持って行動しているような企

業を探し出し、そしてその企業の持つ本質的価値から相当割安な価格で取引されている場合に

投資を行います。ポートフォリオは、厳格な基準に基づいて絞り込まれ、構築され、モニタリ

ングされています。どのような市場環境においても、投資は長期的な視野に立ち、優れたリ

ターンを得ることを目的に行われます。今後とも徹底したバリュー哲学に基づいてポートフォ

リオの運用を続けてまいります。ハリス・アソシエイツ社では、ポートフォリオは引き続き投

資魅力度の高い銘柄で構成されており、長期的に優れたリターンをご提供できるものと考えて

います。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年７月10日～2026年１月９日) 

項 目 
第７期～第８期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 101  0.904  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 62)  (0.555)     委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 37)  (0.333)     交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
   情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  (0.017)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.030   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際に支払う手数料です。 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.030)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用です。 

 合 計 104   0.937    

作成期間の平均基準価額は、11,126円です。  

 
（注） 作成期間の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含みます｡)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算

出した結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するも

のを含みます。 

（注） 各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含みます｡)を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第3位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く｡)を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額(1口当たり)を乗

じた数で除した総経費率(年率)は1.80％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年７月10日～2026年１月９日) 

 

銘 柄 
第７期～第８期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ハリス日本株マザーファンド 574,787 759,000 405,179 564,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年７月10日～2026年１月９日) 

 

項 目 
第７期～第８期 

ハリス日本株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 5,007,672千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 10,925,877千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.45   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年７月10日～2026年１月９日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年１月９日現在) 

 

銘 柄 
第６期末 第８期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ハリス日本株マザーファンド 4,408,944 4,578,551 6,660,877 
 
（注） 親投資信託の当作成期末の受益権総口数は、8,321,745千口です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2026年１月９日現在) 

項 目 
第８期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ハリス日本株マザーファンド 6,660,877 96.2 

コール・ローン等、その他 264,752 3.8 

投資信託財産総額 6,925,629 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第７期末 第８期末 

2025年10月９日現在 2026年１月９日現在 

  円 円 

(A) 資産 6,548,312,400   6,925,629,891   

 コール・ローン等 245,355,651   264,748,216   

 ハリス日本株マザーファンド(評価額) 6,302,954,397   6,660,877,323   

 未収利息 2,352   4,352   

(B) 負債 203,772,693   205,801,092   

 未払収益分配金 171,845,054   176,108,544   

 未払解約金 4,090,672   3,018   

 未払信託報酬 27,667,261   29,469,530   

 その他未払費用 169,706   220,000   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,344,539,707   6,719,828,799   

 元本 5,728,168,477   5,870,284,811   

 次期繰越損益金 616,371,230   849,543,988   

(D) 受益権総口数 5,728,168,477口 5,870,284,811口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,076円 11,447円 
 

（注） 第7期首元本額は5,332,028,328円、第7～8期中追加設定元本額は830,569,566円、第7～8期中一部解約元本額は292,313,083円です。ま

た、1口当たり純資産額は、第7期1.1076円、第8期1.1447円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第７期 第８期 

2025年７月10日～ 
2025年10月９日 

2025年10月10日～ 
2026年１月９日 

  円 円 

(A) 配当等収益 50,762   60,800   

 受取利息 50,762   60,800   

(B) 有価証券売買損益 584,639,074   418,754,909   

 売買益 593,168,613   424,682,467   

 売買損 △  8,529,539   △    5,927,558   

(C) 信託報酬等 △ 27,836,967   △   29,519,824   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 556,852,869   389,295,885   

(E) 前期繰越損益金 125,369,558   496,695,652   

(F) 追加信託差損益金 105,993,857   139,660,995   

 (配当等相当額) (   61,116,656)  (     90,114,272)  

 (売買損益相当額) (   44,877,201)  (     49,546,723)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 788,216,284   1,025,652,532   

(H) 収益分配金 △171,845,054   △  176,108,544   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 616,371,230   849,543,988   

 追加信託差損益金 105,993,857   139,660,995   

 (配当等相当額) (   62,226,326)  (     90,268,761)  

 (売買損益相当額) (   43,767,531)  (     49,392,234)  

 分配準備積立金 510,377,373   709,882,993   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 信託財産の運用に係る助言を受けるために要した費用として、ハリス・アソシエイツ社への助言報酬を信託報酬等の中から支弁してい

ます。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

（注） 収益分配金の計算過程 
 

項 目 第７期 第８期 

(a) 配当等収益(経費控除後) 56,756,303円  7,922,592円  

(b) 有価証券売買等損益(経費控除後) 500,096,566円  381,373,293円  

(c) 収益調整金 105,993,857円  139,660,995円  

(d) 分配準備積立金 125,369,558円  496,695,652円  

(e) 分配対象額(a＋b＋c＋d) 788,216,284円  1,025,652,532円  

 (１万口当たり分配対象額) (1,376円) (1,747円) 

(f) 収益分配金 171,845,054円  176,108,544円  

 (１万口当たり収益分配金) (300円) (300円) 
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○分配金のお知らせ  

 第７期 第８期 

１万口当たり分配金（税込み） 300円 300円 
 
◇収益分配金のお支払いは、各決算日から起算して5営業日までに開始します。 

◇収益分配金を再投資する方のお手取り収益分配金は、各決算日の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰

入れて再投資しました。 

◇課税上の取扱い 

・追加型株式投資信託の収益分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻

金(特別分配金)｣(受益者毎の元本の一部払戻しに相当する部分)とがあります。 

・収益分配金落ち後の基準価額が、当該受益者の個別元本と同額または当該受益者の個別元本を上回って

いる場合には、当該収益分配金の全額が普通分配金となります。収益分配金落ち後の基準価額が、当該受

益者の個別元本を下回っている場合には、その下回る部分の額が元本払戻金(特別分配金)となり、当該収

益分配金から当該元本払戻金(特別分配金)を控除した額が普通分配金となります。 

・受益者が元本払戻金(特別分配金)を受け取った場合、収益分配金発生時にその個別元本から当該元本払

戻金(特別分配金)を控除した額が、その後の当該受益者の個別元本となります。 

・個人の受益者の普通分配金については、20.315％(所得税および復興特別所得税15.315％、地方税5％)の

税率による源泉徴収が行われ、原則として確定申告の必要はありません。なお、確定申告を行い、総合課

税(配当控除の適用はありません｡)または申告分離課税を選択することもできます。 

・法人の受益者の場合は、税率が異なります。 

 

※上記は、作成日現在のものですので、税法が改正された場合等には、上記の内容が変更される場合があります。

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 
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